
































(Hillenbrand et al. 1995)、人間による母音の認識(Iversonand Evans 2007， Watson and 
Haπington 1999)、機械による母音の認識システム (Wredeet al. 2000)、方言差(Jacewiczand Fox 
2013)、個人・年齢差 (McDougalland Nolan 2007， Yang and Fox 2013， 2017)、発音教育 (Schwartz
2015，石崎 2016)、辞書アクセスのモデル検討 (Slifka2003)などのような、非常に多くの分
野において研究が行われている。例えば Assmannand Katz (2000) が主張する「近いフォル
マント周波数を持つ 2つの母音は、反対方向のベクトルを持つフォルマント周波数を示す傾
向にあること」のように、非常に興味深い事実が明らかになってきている。また、フォルマ


























transition)を取り除くために、時間 33%から 66%の聞における音質変化をフオルマン ト移動
と定義し解析するといった手法をとることが多い。
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VoweJ Duration .: 
図1 英籍母音の音質を研究する際に使用される音響的特性(筆者作成)
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Vowel Duration : 
日本語母音の音質を研究する際に使用される音響的特性(筆者作成)図 2
図 3は、米国在住の成人男性が発音する英語母音のフォルマント移動の挙動であり、































1000 1800 2600 
フォルマント周波数 F2(Hz) 
米国英裕務者が発音する英詩母音のフオノレマント移動







“Vowels whose onsets are close together (such as /e/ and /E/) tend to display vector 
movement in opposing directions. This suggests that formant movement provides 
greater benefits in crowded regions ofthe vowel space." 
(Assmann and Katz， 2000:1865) 
Hi1lenbrand et al. (1995) は、米国英語のフオルマント移動の測定実験を行なった。 12個の
母音 (/i，r， E， a， a，コ U， U， A， 3'-e， 0/) についての調査を行う上で音節 /hVd/を被験者に発音さ
せて録音したもので、被験者は男性 45名、女性 48名、子供 46名の計 139名で、あった。また、
録音音声の聴取実験も行い、録音した音声ゐVd/にどの母音が含まれていると判断されるか




















的長い持続時間を持つ長母音 0:，U:， :>， a:) と二重母音 (er，ou， ar， au，ヨr)は、緊張母音として














“It is worth noting here that，合oman acoustic point of view， the difference between the 
so司calledtense and lax vowels is not the same as the difference between [expanded] and 
[constricted] vowels." 
“The tense-lax vowels differ on a peripheral-central axis， while the [expanded] and 
[constricted] vowels differ on a vertical axis ofthe frst formant." 
“The difference between tense and lax vowels is best labeled by a feature Peripheralア
(Lindau， 1978: 558) 
また Lindau(1978) は、特性「周辺j というものは他の言語において何らかの対照性を説
明するものとして知られているわけではないが、完全な音声学的記述を行う上で必要なもの
である、と述べている。
“.， peripheral is not known to be independently contrastive in any language; however， it is 






母音の 88.9%、第 lフオノレマント移動が上昇傾向にあるのは弛緩母音の 91.7%であった。緊張
母音においては調音器官が極端な位置へ、弛緩母音においては中間の位置へ向かつて移動す
るという仮説を裏付けた。
“The lax vowels have a rising slope in 91.7% ofthe cases， and the tense vowels 
have a falling slope in 88.9% of the cases. These results agree with the assumption that 
changes in F 1 occur across these vowels as the articulators either move toward an extreme 

















約 500の名詞、用言について男女各 4名 (26-31歳)の音声データが収められている。日本
語母音「イー」及び「イイJのフォルマント移動を調査する上で使用したのは計 125音声デ
ータであり、内訳は女性 1名計66音声データ(新明解)、男女各 1名計33音声データ (OJAD)、
男女各 4名計 26音声データ (OAPD) である。調査する単語のアクセントパターンについて
はHL，LH， (田-I， LL)の3つで、データ数は 43，42，40である。隣接する子音や母音による観測
対象の母音の音質への影響を取り除くために、観測対象の母音の持続時間 33%時点から 66%
時点の聞における音質変化をフォルマント移動と定義し解析を行った。単語からの母音の抽
出には、音声解析ツール Praat(version 6.0.21) を使用した。





5. 1 日本語母音 liRI(アクセント HL，HH， LL) のフオルマント周波数
最初に発音される「イ j と次に発音される長音符号「ーj に対応する音で構成される母音
「イーj についての結果 (OJAD) を表1.1、表1.2に示す。男性の日本語話者の場合、持続
時間 33%及び 66%時点における第 lフオノレマント周波数 F1は約 270-400Hz付近、第 2フオ
ルマント周波数日は約 2210-2530Hz付近に分布している。女性の日本語話者が発音する場
合では F1は約 390-550Hz付近、 F2は約 2860-3160Hz付近に分布している。
5. 2 日本語母音 /il(アクセント LH) のフオルマント周波数
最初に発音される「イ」と次に発音される「イ」のアクセントパターンが、「低高Jとなる
母音「イイ」についての結果 (OJAD)を表 2.1、表 2.2に示す。男性の日本語話者の場合、 lil
(LH)の持続時間 33%及び66%時点における F1は約 260-370Hz付近、F2は約 2270-2540Hz




表1.1 日本語母音 /iRl(HL， H H， LL) の第 1フオルマント周波数 (OJAD)
母音 母音
単語(発話者 Fl) アクセント
Fl(33%) Fl(66%) F 1(66%)-F 1(33%) 
前 後 [Hz] 胆z] [Hz] 
[p] [s] コピーする LL (語中) 515.2 428.3 -86.9 
aJ [tc] スピーチする HL (語中) 486.6 419.2 -67.4 
[r] [z] フリーズする HL (語中) 388.3 395.7 7.4 
ド] [z] フリーズする HH (語中) 485.7 474.7 -11.0 




目U 後 [Hz] 胆斗 [Hz] 
[P] [s] コピーする LL (語中) 312.6 281.4 -31.2 
匝] [tc] スピーチする HL (語中) 276.6 284.4 7.8 
[r] [z] フリーズする HL (語中) 288.0 273.6 -14.4 
[r] [z] フリーズする HH (語中) 356.2 320.6 -35.6 
fp] [k] ユニークな HL (語中) 404.1 388.8 -15.3 




前 後 胆z] 恒z] 胆z]
[p] [s] コピーする LL (語中) 2880.9 2988.4 107.5 
[p] [tc] スピーチする HL(言吾中) 3025.0 2913.1 -111.9 
[r] [z] フリーズする 庇(語中) 2860.8 2937.8 77.0 
[r] [z] フリーズする HH (語中) 2967.0 2939.2 -27.8 




前 後 胆z] [Hz] [Hz] 
[p] [s] コピーする LL (語中) 2234.0 2208.7 -25.3 
[p] [tc] スピーチする HL(語中) 2270.7 2534.2 263.5 
ド] [z] フリーズする HL(語中) 2285.9 2340.7 54.8 
ド] [z] フリーズする HH (語中) 2337.5 2366.9 29.4 
fp] [k] ユニークな HL(語中) 2466.1 2506.7 40.6 
表 2.1 日本語母音 /il(LH) の第 1フオルマント周波数 (OJAD)
母音 母音
単語(発話者 Fl) アクセント
Fl(33%) Fl(66%) Fl(66%)-Fl(33%) 
目IJ 後 伊z] [Hz] [Hz] 
[m] 百います LH (語頭) 458.3 458.6 0.3 
[k] ド] 聞いた LH (語頭) 480.8 459.8 -21.0 
[j;] ド] 敷いた LH (語頭) 448.0 505.1 57.1 
[k] 言い聞かせる LH (語頭) 408.3 449.3 41.0 




前 後 胆z] 胆z] 伊斗
[k] 問 聞いた LH (語頭) 268.4 282.1 13.7 
[j;] 問 敷いた LH (語頭) 292.7 301.3 8.6 
[m] 百い間違える LH (語頭) 265.9 327.4 61.5 
[a] 言い表す LH (語頭) 261.6 273.1 11.5 
[k] 言い聞かせる LH (語頭) 272.2 372.2 100.0 
[k] いい加減な LH (語頭) 272.6 357.8 85.2 
-75-




前 後 何z] [Hz] 胆z]
[mJ 百います LH (語頭) 2989.8 3181.4 191.6 
[吋 il 聞いた LH (語頭) 3022.3 3117.5 95.2 
~ [!] 敷いた LH (語頭) 2767.4 2912.9 145.5 
(k] 言い聞かせる LH (語頭) 2763.6 2914.4 150.8 
[!9 いい加減な LH (語頭) 2847.9 2929.6 81.7 
母音 母音
単語(発話者 Ml) アクセント
F2(33%) F2(66%) F2(66%)-F2(33%) 
品目Ij 後 仰z] [Hz] [Hz] 
[k] [t] 聞いた LH (語頭) 2361.0 2380.8 19.8 
~ [!] 敷いた LH (語頭) 2274.2 2398.3 124.1 
~ 冨い間違える LH (語頭) 2368.0 2381.6 13.6 
[a] 百い表す LH (語頭) 2374.0 2536.2 162.2 
[!9 言い聞かせる LH (語頭) 2337.0 2349.4 12.4 
























































































































































































































































































































































































































表 3 日本語母音/iRlと英語母音/i:人 /1の特性比較
母音 長短 開口度 緊張性 周辺
フォルマント移動
Fl F2 方向性
!iRl (乃 長母音 狭母音 不明 + 下降 上昇(不明瞭) 中央今周辺
/i:/ (E) 長母音 狭母音 緊張 十 下降 上昇 中央今周辺
/ν(E) 短母音
広めの
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[ +peripheral]としている(表中では+と表記)。連母音、狭母音、 FI上昇、 F2上昇、さらにフ
オノレマント移動はFI-F2空間における中央から周辺への方向性を持つ日本語母音liil(LH)は、
英語母音li:1や/νと異なる動的な音響的特性を示している。
表 4 日本語母音liI(LB) と英語母音li:人 IJ!の特性比較
母音 長短 開口度 緊張性 周辺
フオノレマント移動
FI F2 方向性
liν(LH) (乃 連母音 狭母音 不明 + 上昇 上昇 中央今周辺
li:1 (E) 長母音 狭母音 緊張 + 下降 上昇 中央今周辺
IJ! (E) 短母音
広めの
弛緩 上昇 下降 周辺今中央
狭母音
(E)は英語母音、(乃は日本語母音を示す。
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